
開催
報告

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

社会的課題推進委員会×消費者教育タスクチーム
合同交流会

概要
日程：7/17(水)19:00-21:00
場所：Zoom

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 米田 早希 ] 

Yoneda.Saki@univ.coop

すごろく形式
で楽しみなが
ら悪質商法に
ついて学べて
よかった
（奈良女3年）

服を買う時はい
つ着るか、着て
る姿を想像して
から買うように
したい
（京府大2年）

自分の身を守
るのは当然だ
と思うので難
しい問題だと
思いました
（近畿大2年）

01 悪質商法すごろく

悪質商法について知ろう

消費生活を送る中で、悪質商法に遭うリスクがあります。
クイズも交えたすごろく形式で楽しみながら多くの悪質商
法について知ることができました。
悪質商法の被害に遭わないように契約の前にしっかり考

え、もし被害に遭ってしまったら「消費者ホットライン１
８８」まで相談しましょう。

02 持ち寄り学習会①
「ファストファッション」

善意のそのあとは？？

途上国に古着があふれていることが、環境問題やその国
の産業を妨げる可能性があることを学びました。その理由
のひとつが「ファストファッション」。私たちができるこ
とは何なのか、衣服という大学生にも身近な問題だからこ
そ、自分事として考えることができていました。

03 持ち寄り学習会②
「買いだめと買い控え」

ジレンマを考える

東日本大震災における買いだめと買い控えについての持
ち寄り学習会を実施しました。どちらの行動にも、ジレン
マが生じます。
新型コロナウイルスの流行時に、マスクの買いだめを思

い出し、今後起こりえる身近な問題として捉えることがで
きていました。

参加者
富県大(1)、奈良女(3)、同志社(1)、京府大(1)、
佛教大(2)、ダム女(1)、近畿大(4)、
コンシューマーズ京都(1)、京都府職員(2)、
BK学生事務局(7)、学生常勤(1)、BK職員(2)、
計5会員26名

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：米田早希
協力：消費者教育タスクチーム
発行日：2024年08月01日


